
KAGAMIISHI 45 KAGAMIISHI 火曜から金曜の午前９時から午後４時まで総合相談室を開設しています総合相談室開設 税務町民課では、毎週日曜日午前８時30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています役場窓口日曜日開設

□退職（３月31日付）
	 八巻　　司（出納室会計管理者参事兼室長）
	 鈴木佳代子（鏡石幼稚園参事兼園長）
	 伊藤美和子（鏡石保育所参事兼所長）
	 飛沢栄四郎（農業委員会事務局長）

□異動・昇格（４月１日付）
◦課長及び課長相当職
総務課　課長	 小貫　忠男（都市建設課　課長）
総務課　総括主幹兼副課長（総務担当）	小貫　正信（主幹兼副課長）
総務課　主幹兼副課長（企画財政担当）	根本　　博（上下水道課　副課長）
税務町民課　参事兼課長	 今泉　保行（総務課　課長）
都市建設課　課長	 関根　邦夫（町商工会派遣・事務局長）
都市建設課　総括主幹兼副課長（事業担当）	角田　信洋（主幹兼副課長）
健康福祉課　課長	 小貫　秀明（総務課　主幹兼副課長）
健康福祉課　総括主幹兼副課長（環境担当）	車田　光男（主幹兼副課長）
出納室　会計管理者兼室長	 髙原　芳昭（健康福祉課　課長）
農業委員会　事務局長	 関根　　学（税務町民課　課長）
産業課・農業委員会　主幹	 揚妻　清一（健康福祉課　主幹兼副課長）
原子力災害対策室　室長	 長谷川静男（教育課　主幹兼副課長）

◦副課長及び副課長相当職
税務町民課　副課長（町民担当）	 大河原正義（主任主査）
健康福祉課　副課長（福祉担当）	 栁沼　和吉（副主幹）
鏡石児童館　主任児童厚生員	 矢吹美紀子（鏡石保育所　主任保育士）
産業課　副課長（農政担当）	 円谷　康誠（税務町民課　副課長）
産業課　副課長（振興担当）	 緑川　憲一（健康福祉課　主任主査）
産業課　主任主査	 根本進一郎（都市建設課　主任主査）
上下水道課　副課長（上水道担当）	小林　　誠（主任主査）
教育課　副課長（教育担当）	 菊地　勝弘（産業課　副課長）
鏡石幼稚園　主任教諭	 矢吹久美子（鏡石保育所　主任保育士）

◦係員
総務課　主査	 大内　秀人（福島県実務研修派遣）
原子力災害対策室　主査	 河合　範幸（総務課　主査）
税務町民課　主査	 斎藤　則行（図書館　主査）
税務町民課　主査	 内田慎太郎（群馬県大泉町より派遣）
税務町民課　副主査	 星　　雄之（産業課　副主査）
健康福祉課　主査	 村岡　廣隆（税務町民課　主査）
保育所　副主任保育士	 須賀妃見子（鏡石児童館　副主任児童厚生員）
保育所　副主任保育士	 鈴木裕美子（鏡石幼稚園　副主任教諭）
上下水道課　主査　	 灘山　教史（税務町民課　主査）
教育課　主査　	 吉田めぐみ（上下水道課　主査）
図書館　副主任司書　	 管野　亜紀（教育課　副主任司書）

□新採用（４月１日付）
	 塚原　健司（上下水道課　主事）
	 石井　秀樹（健康福祉課　主事）

 町職員人事異動
□敬称略（　）は旧所属

□旧所属と新所属が同じ場合は
（　）の課名を省略

　特集：平成24年度当初予算 　

一般会計
▪災害復旧事業費
◦「被災した第一小学校校舎改築事業」	 9億2,790万円
◦「農業施設災害復旧事業」	 3億2,300万円
◦「公共土木施設災害復旧事業」　	 3億2,530万円
◦「岡ノ内池整備事業」	 2,110万円
◦「災害廃棄物処理事業」　　　　	 　6,241万円

▪防災関係事業
◦「第2分団ポンプ車購入事業」　	 　1,600万円

▪町制施行50周年記念事業
◦「記念式典事業」	 　591万円

▪被災者支援事業　
◦「応急仮設住宅維持管理事業」　　	 884万円
◦「災害援護資金貸付事業」　　　　	 　775万円

▪原子力災害対策事業
◦「除染対策事業」	 9億9,166万円
◦「食品モニタリング事業」　　　	 　　72８万円

▪進化する鏡石実行プロジェクト事業
◦「駅に降りてみたくなる事業」
　駅周辺復興まちづくり計画策定事業　	 500万円
　田んぼアートの実施事業　　　　　　　　	66万円
◦「住んでみたくなる事業」
　住宅用太陽光発電導入促進振興補助事業	 320万円

第5次総合計画に基づく行政分野別事業
Ⅰ　町民と力を合わせて、新しい鏡石をつくります！
　　～町民参加と行財政運営分野～
◦「役場庁舎耐震診断事業」　　　	 250万円
◦「住基ネットシステム改修」　　	 500万円

Ⅱ　心豊かな人を育て、地域文化を大切にする鏡石
をつくります！　
～教育・スポーツ・健康づくり・文化振興分野～

◦「特別支援教育事業」　　　　　　　	 892万円
◦「子育て支援事業」　　　　　　　　	 498万円
◦「語学指導等外国青年誘致事業」　　	 529万円
◦「被災者健康支援体制整備事業」　	 　214万円

Ⅲ　地域で支えあう、人にやさしい鏡石をつくります！
　　～福祉・安心安全・コミュニティ形成分野～
◦「子ども医療助成事業」　　	 5,000万円
◦「認定保育所支援事業」　	 8,100万円
◦「介護保険事業」　　　	 6億9,759万円

Ⅳ　新しい産業を開花させ、活力ある鏡石をつく　
ります！

　　～産業振興分野～
◦「企業誘致奨励金事業」　　　　	 1,129万円
◦「地域水田農業推進事業」　　	 　2,965万円
◦「ふれあいの森公園管理棟改築工事」	 5,910万円

Ⅴ　快適に暮らせ、住んでみたくなる鏡石、訪ねて
みたくなる鏡石をつくります！　

　　～都市整備・都市開発分野～
◦「鏡石駅東第1区画整理事業」	 1億1,205万円
◦「第5次上水道拡張事業」　　　	 　9,497万円

平成24年度予算主要事業
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８
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膨
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。
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し
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。
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史
を
振
り
返
り
、

将
来
の
鏡
石
町
を
展
望
し
て
行
く
中
で
、
ま

ち
の
特
性
や
地
域
資
源
を
大
切
に
守
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わ
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果
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分
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。
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